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◆
籾
す
り

乾
燥
後
の
籾
が
ま
だ
温
か
い
と
き

に
籾
す
り
を
す
る
と
、
肌
ず
れ
米
や

胴
割
れ
米
が
多
く
な
る
。そ
の
た
め
、

乾
燥
後
常
温
に
な
っ
て
か
ら
籾
す
り

を
行
う
。

◆
稲
わ
ら
の
す
き
こ
み

毎
年
、
稲
わ
ら
を
す
き
こ
ん
で
い

る
田
と
、
そ
う
で
な
い
（
焼
い
た
り

持
ち
出
し
た
り
し
て
い
る
）
田
と
で

は
、
水
田
の
地
力
に
大
き
な
差
が
つ

く
。
稲
わ
ら
の
す
き
こ
み
を
10
年
続

け
る
と
、
地
力
チ
ッ
ソ
と
し
て
分
け

つ
期
か
ら
出
穂
前
ま
で
の
間
に
10
ａ

当
た
り
約
１
㎏
が
供
給
さ
れ
る
。

　

稲
わ
ら
の
す
き
こ
み
は
、
稲
わ
ら

を
分
解
す
る
土
壌
微
生
物
の
活
動
が

盛
ん
な
地
温
の
高
い
時
期
を
目
安
と

し
て
、
稲
刈
り
後
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
行
う
。
湿
田
や
冬
期
に
堪
水

し
や
す
い
水
田
で
は
、
排
水
溝
を
作

り
表
面
水
を
排
除
す
る
。
低
地
の
湿

田
な
ど
水
管
理
が
で
き
な
い
水
田
や

山
間
地
な
ど
の
有
機
質
の
分
解
が
遅

い
ほ
場
で
は
、
稲
わ
ら
の
施
用
を
避

け
る
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
の
す
き
こ
み
は

冬
眠
前
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
殺
貝

に
も
効
果
が
あ
る
。
す
き
こ
み
時
に

は
稲
わ
ら
の
腐
熟
を
促
進
さ
せ
る
た

め
、
石
灰
窒
素
を
10
ａ
当
た
り
20
㎏

程
度
施
用
し
速
や
か
に
耕
う
ん
す
る
。

た
ま
ね
ぎ

◆
定
植

定
植
の
2
週
間
前
に
堆
肥
を
10
ａ

当
た
り
2
t
、
苦
土
石
灰
を
10
ａ
当

た
り
1
0
0
㎏
施
す
。
中
生
種
の
ア

ン
サ
ー
は
11
月
中
旬
、
タ
ー
ザ
ン
は

11
月
中
下
旬
に
、
晩
生
種
の
七
宝
甘

70
は
11
月
中
下
旬
、
も
み
じ
3
号
は

11
月
下
旬
を
目
安
に
定
植
す
る
。
苗

の
大
き
さ
は
、
葉
数
3
枚
で
径
5
㎜

程
度
が
適
期
で
あ
る
。
大
苗
に
な
る

ほ
ど
冬
の
低
温
の
影
響
を
受
け
や
す

く
、
抽
台
の
危
険
も
増
え
る
の
で
注

意
す
る
。

　

定
植
時
、
植
え
付
け
の
深
さ
は
2

〜
3
㎝
、
根
が
地
表
に
出
な
い
よ
う

に
注
意
し
、
株
元
は
乾
燥
防
止
の
た

め
軽
く
押
さ
え
て
お
き
、
定
植
直
後

は
活
着
促
進
の
た
め
た
っ
ぷ
り
と
か

ん
水
し
土
壌
を
十
分
湿
ら
せ
る
。

　

乾
燥
が
激
し
い
場
合
は
、
か
ん
水

も
し
く
は
、
う
ね
間
に
走
り
水
を
す

る
と
良
い
。

　

除
草
剤
（
表
）
は
、
定
植
後
ひ
と

雨
後
の
土
壌
が
適
湿
な
条
件
で
あ
る

の
で
、
そ
の
時
に
処
理
を
す
る
。

キ
ャ
ベ
ツ

◆
管
理

冬
採
り
キ
ャ
ベ
ツ
が
結
球
時
期
に

入
る
時
は
、
肥
料
切
れ
に
な
ら
な
い

よ
う
結
球
が
始
ま
る
ま
で
に
追
肥
を

終
え
る
。
結
球
が
始
ま
っ
て
か
ら
追

肥
す
る
と
、
結
球
が
遅
れ
た
り
、
裂

球
し
た
り
す
る
の
で
注
意
す
る
。
降

雨
後
は
速
や
か
に
排
水
を
し
、
ま
た

乾
燥
が
激
し
い
場
合
は
う
ね
間
に
走

り
水
を
す
る
と
良
い
。

◆
病
害
虫
防
除

菌
核
病
に
か
か
っ
た
株
に
は
、
ね

ず
み
の
糞
の
よ
う
な
黒
い
塊
が
つ
き
、

こ
れ
が
土
の
中
に
残
っ
て
次
年
度
の

伝
染
源
と
な
る
の
で
注
意
す
る
。
被

害
株
は
、
必
ず
ほ
場
の
外
に
持
ち
出

し
処
分
し
、ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤（
2

0
0
0
倍
／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
6

回
以
内
）
等
を
散
布
す
る
。

　

ま
た
、
コ
ナ
ガ
・
ヨ
ト
ウ
ム
シ
は

幼
虫
が
成
長
す
る
と
薬
剤
が
効
き
に

く
く
な
る
の
で
、
初
期
防
除
を
徹
底

す
る
。
発
生
を
認
め
た
ら
、
直
ち
に

ト
レ
ボ
ン
乳
剤
（
1
0
0
0
〜
2
0

0
0
倍
／
収
穫
3
日
前
ま
で
／
3
回

以
内
）か
、ア
フ
ァ
ー
ム
乳
剤（
1
0

0
0
〜
2
0
0
0
倍
／
収
穫
前
日
ま

で
／
3
回
以
内
）等
を
散
布
す
る
。

＊
キ
ャ
ベ
ツ
の
病
害
虫
に
登
録
が
あ

る
農
薬
は
表
2
を
参
照
。

ね
ぎ

◆
病
害
虫
防
除

さ
び
病
の
発
生
に
注
意
す
る
。
気

温
が
22
度
前
後
の
雨
の
多
い
と
き
に

発
生
が
多
い
。
特
に
秋
に
発
生
す
る

と
翌
年
春
に
被
害
が
多
く
な
る
の
で

防
除
に
努
め
る
。

　

発
病
前
か
ら
予
防
的
に
、
ペ
ン
コ

ゼ
ブ
水
和
剤
（
6
0
0
倍
／
収
穫
14

日
前
ま
で
／
3
回
以
内
）を
散
布
し
、

発
生
初
期
に
は
、
ラ
リ
ー
水
和
剤（
2

0
0
0
倍
／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
3

回
以
内
）、
ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア

ブ
ル
（
2
0
0
0
倍
／
収
穫
3
日
前

ま
で
／
4
回
以
内
）等
を
散
布
す
る
。

　

水
和
剤
を
使
用
す
る
と
き
は
展
着

剤
を
加
え
る
が
、
フ
ロ
ア
ブ
ル
剤
・

乳
剤
の
場
合
は
展
着
剤
を
混
用
す
る

と
薬
害
を
生
じ
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

展
着
剤
混
用
に
当
た
っ
て
は
事
前
に

そ
の
適
否
を
確
認
す
る
こ
と
。

こ
ま
つ
な
・
し
ゅ
ん
ぎ
く

◆
土
づ
く
り

冬
の
間
に
土
づ
く
り
を
行
う
。

収
穫
後
は
完
熟
堆
肥
を
10
ａ
当
た
り

3
〜
5
t
施
す
か
、
も
し
く
は
切
り

わ
ら
を
10
ａ
当
た
り
5
0
0
㎏
程
度

を
施
す
の
も
良
い
。

◆
病
害
虫
防
除

　

し
ゅ
ん
ぎ
く
の
ハ
ウ
ス
栽
培
で
は

菌
核
病
に
よ
り
、
立
ち
枯
れ
症
状
や

下
葉
の
ず
る
け
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
る
が
、
菌
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
た
め

に
、
菌
核
病
が
発
症
し
た
株
は
ほ
場

の
外
に
持
ち
出
す
。

◆
園
内
の
清
掃
　

越
冬
す
る
病
原
菌
や
害
虫
の
密
度

を
下
げ
、
病
害
虫
の
発
生
を
抑
え
る

た
め
に
は
、
落
葉
・
枯
れ
枝
・
落
ち

た
果
実
な
ど
は
園
外
に
持
ち
去
り
処

分
す
る
。

み
か
ん

◆
適
期
収
獲

11
月
に
入
る
と
早
生
温
州
の
収
穫

最
盛
期
を
迎
え
、
下
旬
以
降
は
中
生

種
・
普
通
温
州
の
収
穫
も
始
ま
る
が

収
穫
が
遅
れ
て
浮
皮
に
な
ら
な
い
よ

う
に
注
意
す
る
。

ま
た
、
品
質
の
ば
ら
つ
き
を
少
な

く
す
る
た
め
、
着
色
の
良
い
も
の
か

ら
収
穫
す
る
。
特
に
、
す
そ
成
り
果

や
内
成
り
果
な
ど
は
、
着
色
や
品
質

を
確
認
し
な
が
ら
順
次
収
穫
す
る
。

◆
秋
肥
の
施
用

11
月
下
旬
頃
に
は
地
温
が
下
が
り
、

根
の
活
動
が
ほ
ぼ
停
止
す
る
た
め
、

肥
料
成
分
の
吸
収
が
ほ
ぼ
な
く
な
る
。

ま
だ
施
肥
し
て
い
な
い
園
で
は
、
11

月
上
中
旬
ま
で
に
燐
加
安
Ｓ
4
0
3

を
10
ａ
当
た
り
60
㎏
、
ま
た
は
み
か

ん
配
合
を
10
ａ
当
た
り
1
0
0
㎏
施

用
す
る
。

◆
み
か
ん
の
腐
敗
防
止
対
策

み
か
ん
の
腐
敗
は
、
青
か
び
や
緑

か
び
に
よ
る
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ら

の
病
原
菌
は
、
果
実
の
傷
口
か
ら
侵

入
し
て
発
病
す
る
た
め
、
は
さ
み
傷

や
押
し
傷
、
引
き
も
ぎ
等
に
注
意
し

て
、
収
穫
・
運
搬
・
選
果
の
作
業
を

丁
寧
に
行
う
。
貯
蔵
病
害
（
灰
色
か

び
病
、
青
か
び
病
、
緑
か
び
病
、
黒

腐
病
）
予
防
の
た
め
に
ベ
ル
ク
ー
ト

フ
ロ
ア
ブ
ル
（
1
0
0
0
〜
2
0
0

0
倍
／
収
穫
前
日
ま
で
／
3
回
以
内
）

を
収
穫
１
週
間
前
に
散
布
す
る
。

も
も

◆
元
肥
の
施
用

ま
だ
施
肥
の
終
わ
っ
て
い
な
い
園

で
は
、
地
温
が
低
下
す
る
前
の
11
月

中
旬
ま
で
に
、
み
か
ん
配
合
を
10
ａ

当
た
り
1
0
0
㎏
施
用
し
軽
く
中
耕

す
る
。

な
お
、
マ
ン
ガ
ン
欠
乏
症
が
発
生

し
た
園
で
は
、
硫
酸
マ
ン
ガ
ン
を
10

ａ
当
た
り
10
〜
20
㎏
施
用
す
る
。

も
み
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1 1月の農作業

農薬の登録内容は頻繁に変更されます。農薬は最新情報を確認して使用しましょう。最新情報は府・農の普及課、JA、Web版
大阪府農作物病害虫防除指針（http://www.jppn.ne.jp/osaka/shishin/shishin.html）から。
農産物の病害虫発生予防については大阪府環境農林水産部農政室推進課病害虫防除グループ（http://www.jppn.ne.jp/osaka/）

ゴーゴーサン
乳剤30
※HRACコードが同一であれば、有効成分が異なっていても同一系統の薬剤なので、連用は避けなくてはならない。
※クロロIPCは気温が20度以下で使用する。

1 回

使 用 時 期薬 剤 名

23

3

本剤の使用回数

2 回以内全面土壌散布

使 用 方 法10a当たりの散布液量

70～100ℓ／10a

70～100ℓ／10a

10a当たりの農薬使用量

200～300㎖／10a

300～500㎖／10a

HRAC
コ ード

表1 たまねぎに登録のある除草剤

全面土壌散布

クロロIPC※ 定植活着後または中耕後
ただし収穫30日前まで
定植後（雑草発生前）
ただし収穫60日前まで

収穫7日前まで／6回以内
収穫14日前まで／3回以内1000倍

2000倍
10a当たりの散布液量

100～300ℓ／10a
100～300ℓ／10a

希 釈 倍 数薬 剤 名

F：M07
F ： 1
RACコード 病 害 虫 名

菌核病
菌核病・根朽病

収穫3日前まで／3回以内1000～2000倍 100～300ℓ／10aトレボン乳剤 I：3A アオムシ、コナガ、
ヨトウムシ、アブラムシ類

収穫前日まで／3回以内2000～4000倍 100～300ℓ／10a

収穫7日前まで／2回以内1000倍 100～300ℓ／10a

収穫前日まで／3回以内1000～2000倍 100～300ℓ／10a

ブロフレアSC

プレオフロアブル

アファーム乳剤

I： 3 0

I：UN

I ： 6

アオムシ、コナガ、オオタバコガ、
ハイマダラノメイガ、
ハスモンヨトウ

アオムシ、コナガ、オオタバコガ、
シロイチモジヨトウ、
ハイマダラノメイガ、ハスモンヨトウ

アオムシ、コナガ、タマナギンウワバ、
ハイマダラノメイガ、ハスモンヨトウ

※RACコードが同一であれば、有効成分が異なっていても同一系統の薬剤なので、連用は避けなくてはならない。

使用時期／使用回数
表2 キャベツの病害虫に登録がある農薬

ベルクート水和剤
ベンレート水和剤

表3 ねぎのさび病に登録がある農薬

収穫14日前まで／3回以内
収穫7日前まで／3回以内

収穫前日まで／2回以内2000倍 100～300ℓ／10a7アフェットフロアブル
収穫3日前まで／4回以内

600倍
2000倍
2000倍

10a当たりの散布液量
100～300ℓ／10a
150～300ℓ／10a
100～300ℓ／10a

薬 剤 名
M03
3
1 1

希 釈 倍 数FRACコード

※FRACコードが同一であれば、有効成分が異なっていても同一系統の薬剤なので、連用は避けなくてはならない。

ペ ン コ ゼ ブ 水 和 剤
ラ リ ー 水 和 剤
アミスター20フロアブル

使用時期／使用回数

◆
籾
す
り

乾
燥
後
の
籾
が
ま
だ
温
か
い
と
き

に
籾
す
り
を
す
る
と
、
肌
ず
れ
米
や

胴
割
れ
米
が
多
く
な
る
。そ
の
た
め
、

乾
燥
後
常
温
に
な
っ
て
か
ら
籾
す
り

を
行
う
。

◆
稲
わ
ら
の
す
き
こ
み

毎
年
、
稲
わ
ら
を
す
き
こ
ん
で
い

る
田
と
、
そ
う
で
な
い
（
焼
い
た
り

持
ち
出
し
た
り
し
て
い
る
）
田
と
で

は
、
水
田
の
地
力
に
大
き
な
差
が
つ

く
。
稲
わ
ら
の
す
き
こ
み
を
10
年
続

け
る
と
、
地
力
チ
ッ
ソ
と
し
て
分
け

つ
期
か
ら
出
穂
前
ま
で
の
間
に
10
ａ

当
た
り
約
１
㎏
が
供
給
さ
れ
る
。

稲
わ
ら
の
す
き
こ
み
は
、
稲
わ
ら

を
分
解
す
る
土
壌
微
生
物
の
活
動
が

盛
ん
な
地
温
の
高
い
時
期
を
目
安
と

し
て
、
稲
刈
り
後
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
行
う
。
湿
田
や
冬
期
に
堪
水

し
や
す
い
水
田
で
は
、
排
水
溝
を
作

り
表
面
水
を
排
除
す
る
。
低
地
の
湿

田
な
ど
水
管
理
が
で
き
な
い
水
田
や

山
間
地
な
ど
の
有
機
質
の
分
解
が
遅

い
ほ
場
で
は
、
稲
わ
ら
の
施
用
を
避

け
る
。

ま
た
、
こ
の
時
期
の
す
き
こ
み
は

冬
眠
前
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
殺
貝

に
も
効
果
が
あ
る
。
す
き
こ
み
時
に

は
稲
わ
ら
の
腐
熟
を
促
進
さ
せ
る
た

め
、
石
灰
窒
素
を
10
ａ
当
た
り
20
㎏

程
度
施
用
し
速
や
か
に
耕
う
ん
す
る
。

た
ま
ね
ぎ

◆
定
植

定
植
の
2
週
間
前
に
堆
肥
を
10
ａ

当
た
り
2
t
、
苦
土
石
灰
を
10
ａ
当

た
り
1
0
0
㎏
施
す
。
中
生
種
の
ア

ン
サ
ー
は
11
月
中
旬
、
タ
ー
ザ
ン
は

11
月
中
下
旬
に
、
晩
生
種
の
七
宝
甘

70
は
11
月
中
下
旬
、
も
み
じ
3
号
は

11
月
下
旬
を
目
安
に
定
植
す
る
。
苗

の
大
き
さ
は
、
葉
数
3
枚
で
径
5
㎜

程
度
が
適
期
で
あ
る
。
大
苗
に
な
る

ほ
ど
冬
の
低
温
の
影
響
を
受
け
や
す

く
、
抽
台
の
危
険
も
増
え
る
の
で
注

意
す
る
。

定
植
時
、
植
え
付
け
の
深
さ
は
2

〜
3
㎝
、
根
が
地
表
に
出
な
い
よ
う

に
注
意
し
、
株
元
は
乾
燥
防
止
の
た

め
軽
く
押
さ
え
て
お
き
、
定
植
直
後

は
活
着
促
進
の
た
め
た
っ
ぷ
り
と
か

ん
水
し
土
壌
を
十
分
湿
ら
せ
る
。

乾
燥
が
激
し
い
場
合
は
、
か
ん
水

も
し
く
は
、
う
ね
間
に
走
り
水
を
す

る
と
良
い
。

除
草
剤
（
表
）
は
、
定
植
後
ひ
と

雨
後
の
土
壌
が
適
湿
な
条
件
で
あ
る

の
で
、
そ
の
時
に
処
理
を
す
る
。

キ
ャ
ベ
ツ

◆
管
理

冬
採
り
キ
ャ
ベ
ツ
が
結
球
時
期
に

入
る
時
は
、
肥
料
切
れ
に
な
ら
な
い

よ
う
結
球
が
始
ま
る
ま
で
に
追
肥
を

終
え
る
。
結
球
が
始
ま
っ
て
か
ら
追

肥
す
る
と
、
結
球
が
遅
れ
た
り
、
裂

球
し
た
り
す
る
の
で
注
意
す
る
。
降

雨
後
は
速
や
か
に
排
水
を
し
、
ま
た

乾
燥
が
激
し
い
場
合
は
う
ね
間
に
走

り
水
を
す
る
と
良
い
。

◆
病
害
虫
防
除

菌
核
病
に
か
か
っ
た
株
に
は
、
ね

ず
み
の
糞
の
よ
う
な
黒
い
塊
が
つ
き
、

こ
れ
が
土
の
中
に
残
っ
て
次
年
度
の

伝
染
源
と
な
る
の
で
注
意
す
る
。
被

害
株
は
、
必
ず
ほ
場
の
外
に
持
ち
出

し
処
分
し
、ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤（
2

0
0
0
倍
／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
6

回
以
内
）
等
を
散
布
す
る
。

ま
た
、
コ
ナ
ガ
・
ヨ
ト
ウ
ム
シ
は

幼
虫
が
成
長
す
る
と
薬
剤
が
効
き
に

く
く
な
る
の
で
、
初
期
防
除
を
徹
底

す
る
。
発
生
を
認
め
た
ら
、
直
ち
に

ト
レ
ボ
ン
乳
剤
（
1
0
0
0
〜
2
0

0
0
倍
／
収
穫
3
日
前
ま
で
／
3
回

以
内
）か
、ア
フ
ァ
ー
ム
乳
剤（
1
0

0
0
〜
2
0
0
0
倍
／
収
穫
前
日
ま

で
／
3
回
以
内
）等
を
散
布
す
る
。

＊
キ
ャ
ベ
ツ
の
病
害
虫
に
登
録
が
あ

る
農
薬
は
表
2
を
参
照
。

ね
ぎ

◆
病
害
虫
防
除

さ
び
病
の
発
生
に
注
意
す
る
。
気

温
が
22
度
前
後
の
雨
の
多
い
と
き
に

発
生
が
多
い
。
特
に
秋
に
発
生
す
る

と
翌
年
春
に
被
害
が
多
く
な
る
の
で

防
除
に
努
め
る
。

発
病
前
か
ら
予
防
的
に
、
ペ
ン
コ

ゼ
ブ
水
和
剤
（
6
0
0
倍
／
収
穫
14

日
前
ま
で
／
3
回
以
内
）を
散
布
し
、

発
生
初
期
に
は
、
ラ
リ
ー
水
和
剤（
2

0
0
0
倍
／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
3

回
以
内
）、
ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア

ブ
ル
（
2
0
0
0
倍
／
収
穫
3
日
前

ま
で
／
4
回
以
内
）等
を
散
布
す
る
。

水
和
剤
を
使
用
す
る
と
き
は
展
着

剤
を
加
え
る
が
、
フ
ロ
ア
ブ
ル
剤
・

乳
剤
の
場
合
は
展
着
剤
を
混
用
す
る

と
薬
害
を
生
じ
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

展
着
剤
混
用
に
当
た
っ
て
は
事
前
に

そ
の
適
否
を
確
認
す
る
こ
と
。

こ
ま
つ
な
・
し
ゅ
ん
ぎ
く

◆
土
づ
く
り

冬
の
間
に
土
づ
く
り
を
行
う
。

収
穫
後
は
完
熟
堆
肥
を
10
ａ
当
た
り

3
〜
5
t
施
す
か
、
も
し
く
は
切
り

わ
ら
を
10
ａ
当
た
り
5
0
0
㎏
程
度

を
施
す
の
も
良
い
。

◆
病
害
虫
防
除

し
ゅ
ん
ぎ
く
の
ハ
ウ
ス
栽
培
で
は

菌
核
病
に
よ
り
、
立
ち
枯
れ
症
状
や

下
葉
の
ず
る
け
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
る
が
、
菌
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
た
め

に
、
菌
核
病
が
発
症
し
た
株
は
ほ
場

の
外
に
持
ち
出
す
。

◆
園
内
の
清
掃

越
冬
す
る
病
原
菌
や
害
虫
の
密
度

を
下
げ
、
病
害
虫
の
発
生
を
抑
え
る

た
め
に
は
、
落
葉
・
枯
れ
枝
・
落
ち

た
果
実
な
ど
は
園
外
に
持
ち
去
り
処

分
す
る
。

み
か
ん

◆
適
期
収
獲

　

11
月
に
入
る
と
早
生
温
州
の
収
穫

最
盛
期
を
迎
え
、
下
旬
以
降
は
中
生

種
・
普
通
温
州
の
収
穫
も
始
ま
る
が

収
穫
が
遅
れ
て
浮
皮
に
な
ら
な
い
よ

う
に
注
意
す
る
。

　

ま
た
、
品
質
の
ば
ら
つ
き
を
少
な

く
す
る
た
め
、
着
色
の
良
い
も
の
か

ら
収
穫
す
る
。
特
に
、
す
そ
成
り
果

や
内
成
り
果
な
ど
は
、
着
色
や
品
質

を
確
認
し
な
が
ら
順
次
収
穫
す
る
。

◆
秋
肥
の
施
用

11
月
下
旬
頃
に
は
地
温
が
下
が
り
、

根
の
活
動
が
ほ
ぼ
停
止
す
る
た
め
、

肥
料
成
分
の
吸
収
が
ほ
ぼ
な
く
な
る
。

ま
だ
施
肥
し
て
い
な
い
園
で
は
、
11

月
上
中
旬
ま
で
に
燐
加
安
Ｓ
4
0
3

を
10
ａ
当
た
り
60
㎏
、
ま
た
は
み
か

ん
配
合
を
10
ａ
当
た
り
1
0
0
㎏
施

用
す
る
。

◆
み
か
ん
の
腐
敗
防
止
対
策

み
か
ん
の
腐
敗
は
、
青
か
び
や
緑

か
び
に
よ
る
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ら

の
病
原
菌
は
、
果
実
の
傷
口
か
ら
侵

入
し
て
発
病
す
る
た
め
、
は
さ
み
傷

や
押
し
傷
、
引
き
も
ぎ
等
に
注
意
し

て
、
収
穫
・
運
搬
・
選
果
の
作
業
を

丁
寧
に
行
う
。
貯
蔵
病
害
（
灰
色
か

び
病
、
青
か
び
病
、
緑
か
び
病
、
黒

腐
病
）
予
防
の
た
め
に
ベ
ル
ク
ー
ト

フ
ロ
ア
ブ
ル
（
1
0
0
0
〜
2
0
0

0
倍
／
収
穫
前
日
ま
で
／
3
回
以
内
）

を
収
穫
１
週
間
前
に
散
布
す
る
。

も
も

◆
元
肥
の
施
用

ま
だ
施
肥
の
終
わ
っ
て
い
な
い
園

で
は
、
地
温
が
低
下
す
る
前
の
11
月

中
旬
ま
で
に
、
み
か
ん
配
合
を
10
ａ

当
た
り
1
0
0
㎏
施
用
し
軽
く
中
耕

す
る
。

　

な
お
、
マ
ン
ガ
ン
欠
乏
症
が
発
生

し
た
園
で
は
、
硫
酸
マ
ン
ガ
ン
を
10

ａ
当
た
り
10
〜
20
㎏
施
用
す
る
。

＊
農
薬
名
の
後
の
括
弧
内
は
、（
希
釈
倍
数
／
使
用
時
期
／
総
使
用
回
数
）
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

2　JAいずみの　2024年11月


